
 体育祭を終えて 優勝クラス代表 

 ○髙橋 恭 君（３年 宮城野中学校）  
 今回，私達3-6は前期体育祭で優勝を果たすことが

できました。男子は三つの優勝を勝ち取り三冠，女子

は惜しくも入賞には届きませんでしたが，今回の優勝

は男女それぞれが全力でプレーし，応援し合って全員

で掴んだ誇らしい結果です。 

 後期も総合優勝を目指してクラス一丸となり頑張り

ます。 
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仙台三高だより 

令和２年度 前期体育祭～三高スポーツフェスティバル～開催！ 
７月１０日（金）  

 今年度は，新型コロナウイルス感染予防のために，例年二日間で実施されていた前期体育祭が一日に縮小され，競技会

場を野球場，テニスコート，校舎前グラウンド，体育館，フェンシング場に分散させ，応援はマスク着用するなど感染対策を

講じながらの開催となりました。男子ソフトボール，男子サッカー，男子バレーボール，女子ソフトテニス，女子バレーボー

ル，そして新競技の女子ボッチャ，各種目で熱戦が繰り広げられました。当日はおそろいのクラスＴシャツを着用した三高生

のパワーが炸裂！互いに応援し合いながらクラスの絆が深まる行事となりました。男子三種目全てで種目優勝を果たした３

年６組が総合優勝を勝ち取りました。 

体育祭を終えて 体育祭実行委員長 

○平松 峻 君（３年 八乙女中学校）  
 他の高校では体育祭中止が相次ぐ中行われた前期体育祭。

コロナウィルス感染防止を第一に考え，例年とは異なる種目

と規制の中で，正直なところ，成功できないのではないかと

思っていた。当日も不安しかなかった。しかし，全て終わっ

て感じたのは体育祭の「成功」だ。各実行委員の仕事ぶり

や，担当の先生方のご協力があってこそだ。何よりも，全校

生徒の盛り上がりが体育祭を成功させたのだと思う。これぞ

「ＴＥＡＭ三高」だ。成功へ導いてくれた方々に感謝した

い。後期体育祭も成功させる。 

優勝という結果に歓喜！ 

盛り上がる頭脳戦！ 

新競技ボッチャ 高くジャンプ！ 

クラスみんなでボールの行方を見守る！ 

虎視眈々と出塁のチャンスを狙う！ 



８月の予定 
  

 １日（土）夏期休業日（～１９日） 

 ２日（日）東北大ＯＰ模試（校外）希望者 

 ３日（月）３年夏期学習会（～６日） 

 ８日（土）３年全統共通テスト模試（校外） 

１０日（月）山の日      

１３日（木）閉庁日 

１４日（金）閉庁日 

１７日（月）３年夏期課外講習（～１９日） 

２０日（木）全校集会 

    第２回校内模試 

２１日（金）第２回校内模試（３年） 

    街頭指導（～２５日） 

２７日（木）三高祭前日準備 

    高Ｐ連理事会 

２８日（金）三高祭 
      今年度一般公開は行いません 

 

９月２日～８日 １・２年三者面談       

ＳＳＨ理数科課題研究交流 
～秋田県立横手高校のポスター発表～ 

７月８日（水）６校時 

善行表彰されました 
７月１日（水）  

 秋田県立横手高等学校理数科３年生が「課題研究」で

行ってきた探究活動の成果や体験をＷｅｂ会議ツールを

使用して，本校理数科２年生の生徒たちへ発表しまし

た。本校理数科の生徒たちは，数学・化学・地学・物

理・生物に関する研究発表の中から２つの発表を聞き，

新たな発見をすることができたようです。 

 今年も「いじめに関するアンケート」を全校生徒を対象に実

施いたしました。毎年，年２回のアンケート調査を実施して，

いじめの実態調査ならびに，いじめの防止に努めておりま

す。 

 「いじめのない三高」を合い言葉に，チーム三高として取り

組んでいきます。 

 ２年１組渡辺光琉君，２年５組宇津江柊太君が登校中に自
転車で転倒し怪我をした地域住民を発見し，救急車を呼び，

救急車の到着まで付き添いました。その方の会社に連絡する

など，思いやりの心で対応したことで，６月３０日（火）に学校

へお礼の電話がありました。これを受け，２名は７月１日（水）

校長室にて表彰されました。 

 この他にも，休校期間に自主的な地域清掃活動に取り組む

生徒や落とし物を届けた生徒の対応などに対してお褒めの

言葉をいただいており，三高生から思いやりの輪が広がって

います。 

横手高校の発表を聞いて 

○山崎 誠英 君（２年 東豊中学校）  
 zoomを通しての発表は初めてだったので内容が正確に理解

できるのか，質疑応答はできるのかなど事前に不安もありまし

たが，発表の内容はとても分かりやすく，前もって発表内容を

確認し疑問だった箇所も発表で解消されたり，私達を引きつけ

るような発表だったりと学ぶ所は多かったです。また，私が質

問した内容にも両グループは的確に応答してくれました。しか

し，zoomでの発表ということもあり，質問数に限りがあり質

問し足りずに終わってしまうという欠点がありました。遠距離

での発表が可能になるなどの利点もあるので，今後zoomの発

表が主流になると思いました。私は今，音力発電の研究をして

いて，この研究もリモートでの発表が予想されるので，今回の

学びや経験を生かし工夫して発表したいと思います。  

募金活動 
～九州７月豪雨災害～ 

７月１３日（月）～１７（金） 

 九州北部を中心に猛烈な雨により甚大な被害が出てい

ることを受け，本校生徒会は「令和２年７月豪雨」の被災地

域を支援するための校内募金活動を行いました。 

 昇降口や売店前に募金箱

を設置し，生徒会執行部が

昼休みの時間を利用し，募

金を呼びかけました。募金

総額は３２，４０９円となりまし

た。  
 
 

 

 

 

 

 

 

昇降口に設置された募金箱 

校長室にて 

リモート発表会の様子 


